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お 客 様 各 位

　

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 39,19 39,06 -0,13 40,18 -1,12

USD / BRL Spot BRL 3,1628 3,1787 +0,0159 2,9613 +0,2174

USD / JPY Spot JPY 123,95 124,15 +0,20 119,02 +5,13

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 53.976 52.760 -1.216 55.325 -2.565

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 232,7 235,5 +2,8 228,8 +6,7

Brazil 10yrs Gov. Bond % 12,23 12,22 -0,01 12,66 -0,44

DI Future Jul16（金利先物） % 13,77 13,71 -0,06 13,47 +0,24

3 Months US Dollar Libor % 0,283 0,284 +0,001 0,278 +0,006

CRB Index（国際商品指数） Index 220,9 223,2 +2,3 227,3 -4,1

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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本日はレアル相場の中長期見通しを記します。

予想レンジ 今後半年 ２．９０－３．２５ 今後１年 ２．９０－３．３０

レアル相場は米利上げ観測の後退を受け、４月に一時２．８８台まで大きくレアル高水準に振れたものの、

５月はドル買いレアル売りの動きが再び趨勢を強め、足許では３．２０台乗せを窺う展開となっている。３月

２０日に３．３１台後半まで急速にレアル安が進行した後、想定よりも長く調整局面が続いたが、「米利上げ

観測に伴うドル高要因によりレアル安相場が継続する」との基本シナリオは引き続き有効であると見ている。

ブラジル国内に目を向けると、マクロ面では８％を超える高インフレ率に加え、先週末に公表された１－３月

（第１四半期）ＧＤＰが前期比０．２％減へ落ち込むなど、年内の景気後退入りを予想する声が高まっている。

中銀は今週開催されるＣＯＰＯＭにおいて追加利上げに動くと見込まれているが、インフレ率が政府目標

中心値まで収束する兆しは依然として見られず、その効果も限定的に留まる可能性が高い。マーケット

では、「中銀が通貨スワップによる通貨防衛策を縮小させる」との見方も広がっており、レアルは経済指標

の悪化と併せて売られやすい環境にある。今週５日に公表される米５月雇用統計が良好な数字を記録

すれば、利上げ期待の高まりがドルをさらに押し上げ、レアル売りを加速させる展開も想定される。


